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研究主題 
主体的にコミュニケーションを図ろうとする生徒の育成 

～ 2 年 英 語 科 “ T e l l  y o u  J a p a n e s e  p l a y  r u l e s ” の 実 践 を 通 し て ～ 
 

研究要項 

１ 主題設定の理由 

本学級の生徒は，明るく素直な生徒が多い。ALT に放課の

時間に積極的に話しかける姿があるが，英語で伝えたくても

どのように表現したらよいのか分からない姿が見られる。夏

休み前に行ったアンケートでは，「英語が好きですか？」と

いう質問に対して「好き・まぁまぁ好き」と答えた生徒が半

数以上いた。（資料１）しかし，普段の生活で英語を使うこ

とは少ない。同アンケートで「英語を話す外国人（ALT 以外）

と英語で会話をしたことがありますか？」という質問に対し

て半分以上の生徒が「ない」と答えた。（資料２）感染症など

で一時閉鎖された社会だが，今後は以前のようにグローバル

化が進むであろう。英語を学んでいるのに使えない・話せな

いでは，もったいないと感じる。そんな中，3 年ぶりにオー

ストラリアの生徒が本校に来日することになった。海外から

同年代の生徒が来るということで，本学級の生徒からも「英

語で話してみたい！」という声が上がった。そこで，この出

会いをきっかけに生徒の学習意欲を高めたいと考えた。海外の生徒との交流を通して，意

図的に英語で話さなければならない状況を作り，英語が伝わった喜びだけでなく，伝わら

ないもどかしさや、文化の違いを感じるだろう。生徒にとって身近な「日本の遊び」を伝

えることを目標にし，既習表現を使ったプレゼンテーションを行い，「もっと英語で話した

い・伝えたい」という思いをもつ生徒のコミュニケーション力を伸ばしていきたい。  

以上の願いから，研究主題を「主体的にコミュニケーションを図ろうとする生徒の育成

～Tell you Japanese play rules～」とし，研究実践をすることにした。  

２ 研究の方法 

（１）  めざす生徒像 

 

（２）研究の仮説 

Ⅰ 既習表現を用いて，自分の考えや気持ちを英語で表現できる生徒  

Ⅱ 自分の思いや気持ちが伝わることに喜びを感じ，いきいきと英語で伝え合う生徒  
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英語に対する意識調査
好き まぁまぁ好き あまり好きではない

44%
56%

英語を話す外国人（ALT以外）と

英語で話したことはありますか？

ある ない

資料１ 

資料２ 

仮説Ⅰ－身近なことを教材にした単元を構想し必要感のある単元にすることで，生徒は

「伝え合いたい」という思いをもち，主体的にコミュニケーションや技能の習得

に取り組むだろう。  

仮説Ⅱ－継続的な場の設定や学びを振り返る場の設定をすれば，生徒同士が学び合い，英

語表現の幅を広げることができるだろう。  
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（３）仮説に迫る手だて 

手だてⅠ－ア 海外から来る生徒との出会いの活用  

単元の導入として，オーストラリアの派遣生と「福笑い」を一緒に体験させたいと考え

た。生徒は小学校 5 年生の頃に福笑いのやり方を英語で説明する活動を行った。それらを

思い出しながら説明し，どれだけ伝わるか体感させたい。また英語を使う必要感を抱くこ

とで，主体的に活動に取り組むことができるだろう。オーストラリアの生徒からも簡単な

遊びを紹介してもらい一緒に活動させたい。活動の中で，英語が伝わる・理解できる喜び，

もしくは伝わらない困り感を経験するだろう。この活動を本単元への学習意欲へとつなげ

ていきたい。 

手だてⅠ－イ身近なことを教材にした必要感のある単元構想  

 「日本の遊びを伝える」を目標にすることで，本単元の Key Sentence である have to や

助動詞(must)・動名詞を使った遊びのルールを表現させたい。帰国したオーストラリアの

仲間に日本の遊びについて説明する動画を送るという新たな目標を立てることで生徒の学

習意欲を高めたい。また，ALT やゲストティチャー（英語の先生）との練習時間を通して，

学習した内容をいきいきと英語で伝える生徒の姿を願う。  

手だてⅡ－ア 継続的な言語活動の場の設定  

個 の 会 話 術 や 学 習 意 欲 を 高 め る た め に ， 帯 活 動 と し て １ 学 期 か ら 行 っ て い る

「Explanation Game（ヒントクイズ）」をする。会話において，聞き手が自分の言った単

語を知らなかったり，伝え方の分からない単語があったりした場合，他の単語で補い，説

明するなどの会話技術を用いる。こうした会話技術を身につけるために授業の始めに毎回

行う。本単元で学習する have to や助動詞 (must)を使った表現を提示し，様々な会話表現

を身につけさせたい。 

手だてⅡ－イ 学びを深める場の設定  

新たな発見をしたり，考えを深めたりできるようにするために，状況に応じてグループ

で追究をしたり，全体でかかわり合う場を設けたりする。自分のプレゼンテーションの様

子を客観的に振り返るために，タブレットを用いて動画撮影をする。また，自らの成長を

実感できるように複数回記録をとり蓄積していく。  

 

３ 単元構想図（全 15 時間） 

・オーストラリアの生徒と文化交流体験           …１時間 

・ルールをたずねたり伝えたりする表現を知ろう       …７時間 

・プレゼンテーションを考えよう              …２時間 

・ALT とゲストティーチャー（英語の先生）に伝えて練習しよう…１時間 

・うまく伝わらなかったところをもう一度振り返ろう     …１時間 

・本番！動画撮影をしよう                 …１時間 

・自分たちのプレゼンテーションの様子を振り返ろう     …１時間 

 

４ 研究の実際 

（１）抽出生徒Ａについて 

 本研究では，抽出生徒 A の変容を追うことで手だての有効性を検証していく。  

 生徒 A は，明るく真面目な生徒であるが，ALT 以外の外国人と英語で会話をした経験が

なく，既習表現を使って会話をすることに苦手意識がある。授業では，本文の暗唱や与え
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られた課題に対して意欲的に取り組んでいる。本単元の活動を通して，コミュニケーショ

ンを図ろうとする姿や生き生きと表現する姿を期待する。  

（２）研究の実践と考察 

①オーストラリアの生徒と伝統文化体験【第１時】（手だてⅠ—ア，イの検証） 

単元の導入として，３年ぶりに蒲郡に来るオース  

トラリアの生徒と文化交流体験を実施した。生徒たち

は初めて会う同年代の外国人に緊張し，何を話したら

いいか戸惑っているように見えた。初めに小学校の外

国語活動で行った「福笑い」を一緒に行った。「上って

up だよね？」「眉毛ってなんていうだっけ？」と仲間

と確認しながら一生懸命伝えようとする姿が見られ

た。（資料３）その後オーストラリアの生徒に英語で質

問する時間を設けたが，英語で急に質問するとなる

と，とっさに言葉が出てこない生徒もおり，質問する

生徒が少なかった。お互いの交流

を深めれば生徒は英語で話そう

とするだろうと考え、次にオース

トラリアの生徒から教室内で行

う 遊 び を 教 え て も ら っ た 。

「Pacman」と「Heads down, Thumbs 

up」という２種類のゲームを行っ

た。オーストラリアの生徒に英語

で説明してもらうことで，一生懸

命英語を聞き理解しようとする

生徒が見られた。実際に一緒にや

ってみることで，徐々にルールも浸透していき，とても楽しい時間を過ごすことができた。

生徒Ａの感想では「遊びを通して，パトリックとシンタの好きなことなど英語で質問して，

会話ができてうれしかったです。」（資料４）と書いた。遊びを通して英語を使うことがで

き、英語が伝わった喜びを感じることができた。この導入をきっかけに「もっと外国の子

と英語を話したい」という生徒が増えた。 

文化交流体験後の第２時では，「オーストラリアの生徒に何ができるかな」という教師の

問いかけに「日本の遊びを伝えたい」という声が生徒から出てきた。話し合いを通し，「日

本の遊びを伝えるプレゼンテーション動画をオーストラリアに送ろう」ということになっ

た。単元の導入に，オーストラリアの生徒と触れ合う機会を設けたことで，さらに伝えた

いという意欲を持ち，表現しようとする生徒の気持ちを高めることができたといえる。  

②英語を表現することに自信をもち始めた生徒Ａ（手だてⅡ－アの検証） 

「日本の遊びを伝える」という目標に向かうために，英語で伝える活動「Explanation 

Game」（『コミュニケーション・タイム 13 の帯活動＆ワークシート』明治図書）を帯活

動として行った。人物や事物につい

て英語で説明するゲームである。２

人１組になりカードに描かれた絵を

見て，その絵の形状や色，身体の部

分などの特徴を説明し，相手に当て

てもらう。既習表現も加え楽しく説

明の仕方に慣れさせていきたいと考

えた。また，毎回ペアを変えいろい

資料４ 生徒 A の振り返り① 

資料 ３  文化交流体験

資料５ スコア記録  
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ろな子とゲームができるように工夫

をした。 

始めは動物のカードで行い，三人

称単数現在形や助動詞 can を使いな

がら動物の特徴を説明した。「２～

３文で説明する」や「相手が２～３

文説明するまで答えてはいけない」

など課題を与えながら行うことで，

生徒も学習意欲をもって活動するこ

とができた。説明する時間も４分か

ら３分半，３分と時間を少なくして

いきレベルを上げながら行った。さ

らに，いろいろな単語を即興で説明

できるようにするために，月・曜

日・数・色などのカードも追加し，

難易度を徐々に上げていった。説明できたカードの枚数を記録すること(資料５)で，生

徒の学習意欲にもつながったと感じる。生徒Ａの振り返りからも，始めは英語で説明す

ることに苦手意識を感じていたが，説明できるカード枚数が増えたことで「文章で説明

するのが少しずつ慣れて，力がついたように思う」（資料６）と記述した。また，自然と

相手を意識する生徒も増え，英語を苦手とする生徒とペアになった時には，彼らが理解

できる表現に変えながら説明する姿も見られた。生徒Ａも「相手に伝える時は，分かり

やすい言葉を頭の中で探しながら伝えることが難しかった」と記述しているが「コミュ

ニケーション力が高くなった」（資料７）とも書いている。英語を苦手とする子がペアに

なった時は分かりやすくする工夫をしたことが読み取ることができる。これらの帯活動

が 英語表現の幅を広げることにつながったといえる。 

③日本の遊びを伝えるプレゼンテーション作りに取り組む生徒Ａ【第９時】 

（手だてⅠ—イ，Ⅱ-イの検証） 

発表に向けてのプレゼンテーシ

ョン作りを始めた。第２～８時で

学習した   “have to”や助動

詞，動名詞を使うことで遊びのル

ールを伝えやすそうだと気付く生

徒もいた。ただ，日本の遊びのル

ールを英語で表現するのは難しく

感じる生徒もいた。生徒 A の振

り返りからも「伝える遊びの内

容が分かっていても，それを英

語にするのが難しい。既習表現

をどのように文章に入れていけ

ばよいか分からない」（資料８）

と記述した。そこで第 10 時で

は，グループワークを取り入れ

お互いのプレゼン原稿を読み合

い，アドバイスし合う場を設定

した。生徒 A は“ワードウル

フ”を紹介する英文を考えた。

生徒 A  

 

 

Ｃ１  

 

Ｃ２  

生徒 A 

Ｃ１  

 

生徒 A 

：「他の人にバレないように、お題の特徴
を言う」ってなんて言えば伝わるか
な。  

：えー！難しいから、日本語を変えた
ら？  

：「お題を言っちゃいけない」とか？  

：なるほど。  

：「言ってはいけない」って英語でなんて
言う？  

：“must not say”だよ。最近習ったね。 

 
資料９ 授業記録（第１０時） 

資料６ 生徒 A の振り返り② 

資料７ 生徒 A の振り返り③ 

資料８ 生徒 A の振り返り④ 
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「他の人に分からないように，お題の特徴を言う」という表現をどのように英語にした

らよいか困っていた。そこで，グループの仲間に相談したところ，「「お題を言ってはい

けない」という表現に変えたら？」（資料９）という意見を聞き，表現方法の視野を広げ

ることができた。さらにグループ内で既習表現を振り返る姿も見られた。「「言ってはい

けない」ってなんて言うだっけ？」という生徒の問いに，生徒Ａは「“must not say”だ

ったよね」と答え，お互いに確認し合うことができた。  

仲間とかかわる場を設定したことで，他の単語で補い文を説明することができ，自身

の表現力を高めることができたといえる。  

④自分の発表動画を見て，より良い発表にしようとする生徒Ａ【第 11・12 時】 

（手だてⅡ—イの検証）  

プレゼンテーションの練習を始めた。撮影した動

画を送るということで，タブレットの動画撮影機能

を使い，プレゼンテーションの練習をした。初めて

の撮影では，文を読むことに必死でカメラ目線を意

識することができなかった。生徒Ａも資料 10 のよ

うに原稿ばかり見ていた。振り返りを書かせる前

に，自分の動画を視聴する場を設定した。撮影した

動画を何度も見返し自分の英語の発音を確認してい

た。生徒 A の振り返りからも，「文章を覚えて顔を

上げて，明るく撮っていきたい」と記述し，カメラ

目線をするためには文章を覚えた

いことや声の大きさに気をつけた

いなど，動画を見ている相手を意

識するような記述が見られた。

（資料 11）  

よりよいプレゼンテーションに

するために ALT と数名のゲスト

ティーチャー（英語の先生）にア

ドバイスをしてもらう時間を設定

した。（資料 12）クラス全員がゲストティーチャ

ーにアドバイスをもらえるように，10 回程度ロー

テーションしながらプレゼンテーションの練習を

した。何度も繰り返し練習することで，言えるよ

うになり，中には指相撲のジェスチャーをしなが

らプレゼンテーションをする生徒もいた。ゲスト

ティーチャーからのアドバイスも取り入れたいと

振り返りに記述する生徒もいた。また，動画撮影

の時間も設定し，前時の動画と比較できるように

した。目線が上がり，相手を意識する生徒がさら

に増えた。  

仲間やゲストティーチャーとの活動や動画視聴による客観的な振り返りを通して，より

良いプレゼンテーションを追求できたといえる。  

⑤動画撮影を終えて，話すことへの自信をもち始めた生徒Ａ【第 14・15 時】（手だてⅠ

-イ，Ⅱ－イの検証） 

資料 10 生徒Ａの撮影記録

資料１２  ALT との会話の様子

資 料 11  生 徒 Ａ の 振 り 返 り ⑤
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撮影会を行いクラス全員の前で

プレゼンテーションをした。実際

に日本の遊びをやりながら説明す

る生徒やパワーポイントで写真を

使ってプレゼンテーションする生

徒もいた。日本の遊びということ

もあり，お互いにルールを知って

いるため「英語ではあんな風に表

現するんだな」と学びを深めるこ

ともできた。生徒Ａもはきはきと

明るい声でプレゼンテーションする姿が

見られた。 

最後の授業では，撮影した動画を視聴

した。どんな風に映っているのか気にし

ている生徒も多く，振り返りを客観的に

行うことができた。生徒Ａの振り返りか

らも「やろうと思っていたジェスチャー

ができなかった」という反省点と「下を

見る回数が練習の時に比べてとても少な

くなり、カメラ目線を意識することがで

きたのはとても良かったです。」「実際に

動画を撮って見返すことで、改善点やこ

こが良くできたなどが見つかってよかっ

た。」と記述した。（資料 13）振り返りの

場を意図的に取り入れ，プレゼンテーシ

ョンの発表動画を視聴したことで，生徒

自身が自分の成長を感じることができ

た。 

動画撮影をし，記録として残すことで

視覚的支援につなげることができた。 

５ 成果と課題 

①成果 

・オーストラリアの生徒との交流をきっかけに単元を構想することで，生徒たちの主体的

に学ぶ姿勢が見られた。 

・「日本の遊びを伝える」という身近な題材を目標にすることで、Unit４で学習した表現を

自然に使うことができ学びを深めることができた。（資料 14） 

・動画撮影を繰り返し行うことで，自分の表現を何度も客観的に見ることができ，より良

いプレゼンテーション作りに繋がった。 

②課題 

単元途中で，導入時の文化交流体験の写真を見せ，オーストラリアの生徒から「遊びを

教えてほしい」という内容の声が届くような単元の工夫を行えば，主体的に学ぶ姿勢を

さらに高められただろう。 

 

資料 14 生徒Ａが作った英文  

資料 13 生徒 A の振り返り⑥ 


